
センター試験に替わり、２０２０年度から始まる大学入学共通テストでは英語資格検定試
験が活用されます。「英語４技能の総合的評価」が加速し、英語教育の現場では、４技能育
成への本格的な対応が求められます。
本イベントでは、国際標準のＣＥＦＲに完全準拠したケンブリッジ英語検定を軸とした英
語４技能の育成について、研究者と教員それぞれの立場から講演をいたします。
各学校における今後の４技能育成の取組みや受験指導のご参考になれば幸いです。

2019年3/29 

14:10▶14:55

学習者志向のケンブリッジ英語検定　

ケンブリッジ英語検定（A2 Key、B1 Preliminary、B2 First）の作問を監修するグループの責任者が、英語4技能育成につなが
る同試験の特長を語ります。2020年1月にリニューアルとなるA2 Key、B1 Preliminaryについて、その狙いを解説します。

※各講演時間には質疑応答を含みます。 ※講演者・テーマは急遽変更になる場合があります。 ※東京会場・京都会場ともに講演内容は同一です。
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英語４技能育成と
ケンブリッジ英語検定
対象 中学・高校英語教員、教育関係者

一般財団法人 日本ケンブリッジ英語検定機構
協力：Cambridge Assessment English（ケンブリッジ大学英語検定機構）、 学校法人河合塾、ケンブリッジ大学出版

参加無料 Web予約

T O K Y O K Y O T O
東京会場

会場 ： JPタワー（東京駅）カンファレンスルーム ［裏面参照］

2019年3/30
京都会場

会場 ： 同志社女子中学校・高等学校 ［裏面参照］

講演者…ケンブリッジ大学英語検定機構 Assessment Group Manager（ケンブリッジ英語検定担当） フィル・ギビンズ先生

講演

1

15:00▶15:40

ケンブリッジ英語検定を活用した英語4技能育成

全校でケンブリッジ英語検定を採用している工学院大学附属中学・高等学校における、４技能育成のための学習者中心の
授業とプロジェクト学習、そして、ケンブリッジ英語検定の活用方法について紹介します。

講演者…工学院大学附属中学校・高等学校 英語科主任  中川千穂先生

講演

2

15:50▶16:30

ケンブリッジアセスメントの展開 ～ケンブリッジ英語検定とリンガスキル～

2020年度以降の大学入試共通テストで活用される「ケンブリッジ英語検定」、そして、新たなオンライン型4技能CBT「リン
ガスキル」について、その魅力と活用事例を紹介します。

講演者…一般財団法人 日本ケンブリッジ英語検定機構 理事  青山智恵

講演

3

主催

14:00-16:30（開場13:30）金 14:00-16:30（開場13:30）土



〈お問い合わせ〉
一般財団法人 日本ケンブリッジ英語検定機構
TEL 03-5413-3970（月～木 10：00～16：00）
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英語４技能育成とケンブリッジ英語検定

東京会場

WEB申込（東京会場）

WEB申込（京都会場）

3/29（金） 3/30（土）

ケンブリッジ大学英語検定機構
Assessment Group Manager for 
Cambridge English Qualifications

東京都千代田区丸の内2-7-2

JPタワー 4F
カンファレンスルーム（A1・A2)

京都市上京区今出川通寺町西入
◎JR東京駅より徒歩約1分 ◎今出川駅より徒歩約5分　◎出町柳駅より徒歩約8分

同志社女子中学校・高等学校
希望館２Ｆ デントンルーム

フィル・ギビンズ
Phil Gibbins

TOKYO KYOTO
東京会場

会場案内

お申込み

申込み期限…2019年３月２６日（火）23：59まで

▼スマホの場合はこちらのQRコードから

講演者紹介

京都会場
J
R
東
京
駅

丸ビル
●

三菱ビル
●

三菱UFJ銀行本店●

JPタワー

丸の内オアゾ●

新丸ビル
● ●大丸

●グラン
ルーフ

丸の内
南口

丸の内
中央口

丸の内
北口

八重洲
中央口行幸通り

都
営
地
下
鉄
三
田
線

馬
場
先
濠

東
京
メ
ト
ロ
千
代
田
線

日
比
谷
通
り

有
楽
町
▼

▲
神
田

山
手
線・京
浜
東
北
線

二
重
橋
前
駅

東
京
メ
ト
ロ
丸
ノ
内
線

東
京
駅

大
手
町
駅

KITTE

京都御所

相国寺
●

同志社
大学

同志社
女子大学 ●同志社

幼稚園

賀茂大橋

叡
山
電
鉄

高
野
川

京
阪
本
線

鴨
川

川
端
通
り

四
条・京
都
▼

▲
北
大
路・北
山

河
原
町
通
り

寺
町
通
り

地
下
鉄
烏
丸
線

烏
丸
通
り

今
出
川
駅

同志社女子中学校・
高等学校

今出川通り

出町柳駅

ＷＥＢからお申込みください。

ギリシャ・イタリア・ポーランド・イギリスで教員や試験官そして学校経営を経て2010年より現
職。2020年1月のケンブリッジ英語検定（A2 KeyとB1 Preliminary）のリニューアル・プロジェ
クトでは2014年より中心的な役割を果たしている。英国ブライトン大学にて英国の学卒後公
的教員資格PGCE（Postgraduate Certificate in Education）、英語教授資格DTEFLA
（Diploma in Teaching English as a Foreign Language to Adults、現在のDelta）、英国
ランカスター大学にて言語アセスメントMA（修士）を取得。

工学院大学附属中学校・高等学校 
英語科主任

中川 千穂
Chiho Nakagawa

日本初のCambridge Englishスクール認定校である工学院大学附属中学校・高等学校(東京
都八王子市)英語科主任。ケンブリッジの教材を使用したオールイングリッシュの授業を中学1
年生より実施。思考力を伴う英語教育の質の向上をめざし、教員指導にも取り組む。英語教育
中央推進リーダー、CELTA（Certificate in Teaching English to Speakers of Other
Languages）取得。兵庫県出身。民間企業勤務後、教職に就き、2016年より現職。

一般財団法人 
日本ケンブリッジ英語検定機構 理事
ケンブリッジ大学英語検定機構 
試験開発部門 日本統括マネージャー

青山 智恵
Tomoe Aoyama

ケンブリッジ大学英語検定機構 試験開発部門 日本統括マネージャー。文部科学省の「英語力
評価及び入学者選抜における英語の資格・検定試験の活用促進に関する連絡協議会」等の委員
を務める。2018年3月、ケンブリッジ英語検定が大学入試センターの「大学入試英語成績提供
システム」参加要件を満たしたていることが確認され、一般財団法人日本ケンブリッジ英語検定
機構が発足、理事を兼務。

ケンブリッジ大学英語検定機構（Cambridge Assessment English）と河合塾が共同設立。国際的評価の高い英語４技能検定試験「ケンブリッジ英
語検定」の日本国内での普及活動に取り組み、日本の英語教育発展に寄与することを目的としています。そして2020年度から始まる大学入学共通
テストの「大学入試英語成績提供システム」で活用されるケンブリッジ英語検定を主催予定。

「一般財団法人 ケンブリッジ英語検定機構（Cambridge Assessment Japan Foundation）」とは

京都会場

CLICK

CLICK

https://www.kawai-juku.ac.jp/event/list/general-knt/dtl0000010097
https://www.kawai-juku.ac.jp/event/list/general-knt/dtl0000010099
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